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generatedbypalrSOfpositiveandnegativeWSCs,which are form ed in theleesideofHawaianIslands,
owingtoimpingementofnortheasterlytradewindsonthem.TheHLCC'sseasonalvariation(stronginsum-
mertowinter,weakinspring)anddynamicalconnection totheWSC werealso investigated.However,nei-
therinterannualvariationoftheInCCnoritsrelationto W SC variationhasbeen clarifiedyet.Thischapter
investigatestheHLCC'stemporalvariation,withspecialreferenceto interannualvariation,by taking advan-
tageofrecentabundanthydrographicobservationaldataincludingthatkom Argomoats.Itisshown thatwest-
emterminationoftheHLCCisaround173oW,althoughpaststudiessuggesteditwasaroundtheIntemationa1
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DateLine.AnalysisusingsatelitealtimeterdatarevealsaseasonalshiRoftheHLCCaxis(northinspring
andsouthinsummer).Takingintoaccounttheseasonalshiftoftheaxis,theHLCCisdefinedtobeaneastl
wardgeostrophiccumnt.Consequently,itisfわundthattheHLCCisstronglnSum erandweakinwinter,
whichisdiferentkomtheresultsofpaststudies.InterannualvariationofthetheHLCC'smagmitudeisalso
found,andthisismuchlargerthanthatoftheseasonalcycle.TheHLCCwasstrikinglyweakin2000,and
strongerin1994,1999,andfrom 2001to2005.Acomparisonofvariationbetweenthemagnitudesofthe
HLCCandWSC,contrarytoexpectations,doesnotshowanydynamicalconsistencybetweenthem.Onthe
otherhand,itisfoundthatlargescaleSSHAs propagatefromtheeastonboththenorthandsouthsidesof
theHLCC.Itisshownthatthemeridionalgradientoftheselarge-scalepropagatingSSHAs corespondswel
tothemagnitudeoftheHLCC.Thisfactissupportedbyboth asimplenum ericalmodeldrivenbywind
stressdataandobservationalaltlmeterdata.
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論文審査の結果の要旨
世界の海洋に存在する多種多様な海流の分布と変動の実態把握や,形成機構を解明することは,海洋物
理学の主要課題の一つである.しかしながら,流速の直接測定の困難さから,海流の概要は把握されてい
るものの,詳細な実態は明らかではない.近年,人工衛星による海面高度偏差データが蓄積され,海洋内
部ではアルゴフロートによる高時間･高空間分解能を持っ海洋データが利用できるようになった.
阿部泰人提出の博士論文は,上記二つのデータを用い,海流の観察に適した準絶対海面高度場を求め,
それらを利用して黒潮続流とHawaianLeeCountercurrent(以下,HLCC)という北太平洋の二つの海流
の実態と変動機構の解明を目指したものである.
衛星海面高度計データは,1993年から1997年までの平均海面高度からの偏差で与えられる.このため海
面における絶対流速場を知るためには,その期間の平均海面高度場を評価する必要がある.本研究では,
マッチアップ条件を独自に設定し,衛星観測点での平均海面高度をアルゴフロートデータと衛星による海
面高度偏差を組み合わせて評価した.データの豊富さにより,従来にない高空間分解能と高精度で平均海
面高度場が得られた.なお,評価には2000dbを基準面 (無流面)と仮定したことにより ｢準｣絶対高度
場と表現している.
次に,得られたデータセットを用いて,黒潮続流の流速変動を考察し,流速の強化が東から西へと伝搬
している長期変動の存在を指摘した.この変動機構は,大気のWestPacific(WP)テレコネクションパ
ターンが海洋に励起したロスビー波が,東に伝搬するにつれて伝搬速度の南北差により変形することが本
質的であることを,風で駆動する簡単な有効重力モデルを用いて証明した.
さらに,-ワイ島西側にできる東向き海流であるHLCCの実態の把握と,変動機構の解明も行った.
その結果,流速と流軸位置に季節変化が存在すること,その原因は風系の季節変化であることを見出した.
さらに,HLCC流速には季節変化よりも大きな年々変動が存在することを指摘し,その変動が,より東方
海域における大規模な風の変動によるものであることをモデルにより示した.
以上のように,阿部泰人提出の論文は,同人が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識
を有することを示している.したがって,阿部泰人提出の博士論文は,博士 (理学)の学位論文として合
格と認める.
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